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農産物における生産履歴情報の公開が購入動向に及ぼす影響
─ タイと日本の比較調査研究 ─
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要　　旨

　農産物の購買者の購入動向に対し、どのような情報をどのような形態で提供すれば消費者ニーズに対応
できるか、日本およびタイ王国で、消費者を対象にアンケート調査を実施した。日本では61％が生産履
歴の開示を要求し、特に必要とする項目は、農薬や肥料の使用状況、鮮度保存および安全衛生対策であった。
また、特別栽培農産物より慣行栽培で農薬の使用状況や安全衛生対策の情報を求める人が多かった。一方、
タイ王国では82％が生産履歴の開示を要求し、特にQマーク付農産物の購入経験者にその傾向が強かった。
いずれの国でも、農産物生産履歴は、インターネットより、店頭での対面説明を消費者が求めていること
が明らかとなった。しかし、対面説明では情報提供の機会、量が限られてしまうため、掲示物を併用した
提供方法や購入後も情報入手が可能で詳細な情報を提供できるインターネットを用いた情報提供の促進が
必要と考えられた。
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緒　　言

　環境へ配慮した農産物生産を図るため、日本
では「特別栽培農産物に係る表示ガイドライ
ン」が平成 4 年10月 1 日に制定された。平成
15年 5 月の改正では環境保全型農業の一層の
推進の観点から化学合成農薬および化学窒素肥
料の双方を 5 割以上節減したもののみを対象と
することにされ、堆肥等による土づくりと共に
特別栽培農産物を生産する取り組みが推進され
ている（農林水産省 2008）。さらに、「持続性の
高い農業生産方式の導入の促進に関する法律」
が平成11年に制定され（最終改正：平成23年
8 月30日法律第105号）、この第 4 条に基づき

「持続性の高い農業生産方式の導入に関する計

画」を都道府県知事に提出して、当該導入計画
が適当である旨の認定を受けた農業者に対して
エコファーマーの認定が与えられるようになっ
た。エコファーマーの認定件数は、平成11年度
末は13件であったが、平成14年度末は全国で
26232件と 1 万件を突破し、平成23年度末には
216287件と急増している（農林水産省 2012）。
農産物の流通経路は、従来、農家から卸売市場
を経由し消費者に届く卸売市場流通が主流であ
るが、近年ではこの他に、地域振興を目的とし
た産地直売所販売、量販店などと売買契約する
予約相対取引、個人消費者向けにインターネッ
トを利用した電子取引のような直売型流通が増
えている。また、農産物流通の効率化を目的と
して、JAや産地直売所などでは生産品目、生
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産数量、価格、取引先、売上などの情報をコン
ピューターシステムで管理し、農産物の流通コ
ストや時間を削減して安価で新鮮な農産物を消
費者に届けることができる（於勢 2002）。
　環境への負荷を低減する農業生産の促進と消
費者ニーズに合わせて、農産物の流通形態が多
様化する状況の中で、一方では食への信頼を
失墜させる食品偽装（食品会社　偽装の歴史 
2011）や無登録農薬使用（農林水産省 2002）
などの事件が近年多発し、消費者は、より安全
で安心な農産物を求める機運が益々増大してい
る。平成13年に日本国内ではじめてBSE感染
牛の発生が確認され、トレーサビリティーへの
関心および必用性が高まった。独立行政法人農
業技術研究機構は農産物に識別子を付与して農
産物流通における農産物の個体情報入手システ
ムを開発し、平成14年に特許を取得した（特許
第3355366号）。その後、（財）食品流通構造改
善促進機構の支援を得て、独立行政法人農業・
食品産業技術総合研究機構 食品総合研究所等
が生産者、流通業者、消費者間の情報を共有す
る新たな農産物流通のデータベースシステムを
開発し、SEICA（青果ネットカタログ）とし
て平成14年 8 月23日から運用を開始した（杉
山 2009）。SEICAは、誰でも無料で登録・利用
することが可能で、また消費者は、品目ごとに
交付された 8 桁の「カタログNo.」をURLに入
力するか、携帯電話で 2 次元コード（QRコー
ド）を読み取ることによって農産物などの生産
履歴情報をデジタルデータとして閲覧すること
が可能なWebサービスである（杉山 2010a、杉
山 2010b）。生産者がSEICAを利用して、農産
物の生産出荷情報を提供することにより、消費
者は安心できる食品を選択することが可能とな
り、また、流通業者は特徴ある生産物の情報を
容易に入手できるようになるため、新規扱い品
目の発掘ができると共に、より詳しい商品情報
を消費者に提供できる。産地のメリットは（1）
産地のイメージアップ、（2）商品の改善や開発
の促進効果、（3）販路開拓・拡大のチャンス、

（4）生産意欲の向上・法令順守への寄与が挙げ
られ、また生産者は、農作物栽培へのこだわり
や思いを消費者に直接届けることが可能なこと
から、食への信頼確保に繋がることを期待して
いる（（財）食品流通構造改善促進機構・独立
行政法人食品総合研究所 2007）。
　筑波大学農林技術センター作物生産技術班で
は、米、ジャガイモ、サツマイモについて茨城

県の特別栽培農産物認証を取得し、安全で環境
負荷の少ない農作物生産を実施している。さら
に生産販売するすべての農産物については、栽
培区分ごとに生産物情報、生産者情報、出荷情
報をSEICAで公表し、購入者が購入物の生産
履歴をいつでも、どこでも知ることを可能にし
た農産物販売を実践している（食品流通構造改
善促進機構 2008）。しかし、このような生産履
歴の公表が消費者の購買意欲の向上や、購入物
品の満足度にどのように影響しているのかにつ
いては今まで検証されていない。一方、タイ王
国では農業・協同組合省が食品の安全性を確保
するために農水産物および食品の安全基準であ
るQマーク品質保証制度を2003年10月から導入
している。QマークはGAP、HACCP、有機農
産物などの認証を取得した農産物、畜産製品、
水産製品に与えられ、「農場から食卓まで」の
すべての段階で、品質と安全性を保証し、同時
に海外市場での競争力を高めることを目指して
いる（日本貿易振興機構農林水産部 2010）。ま
たタイ王国では、安全な農産物を所要する機運
から、有機農産物の需要が高まってきており、
海外輸出も視野に入れた有機農産物生産が広が
りだしているが、日本のSEICAのような生産
履歴の開示については遅れているのが現状であ
る。そこで本研究では、日本およびタイ王国の
農産物購買者へ食品の安全と生産履歴について
アンケート調査を実施して、農産物の購入時に
おける生産履歴情報の公開が購入動向に及ぼす
影響を明らかにすることを目的とした。

材料および方法

　アンケート調査は日本およびタイで実施し
た。日本での調査は、筑波大学農林技術センター
で生産している農産物を、農林技術センター
本館および筑波大学附属病院で販売した2011
年 3 月25日～ 4 月27日の期間の計15日にアン
ケート調査を実施した。調査は、筑波大学農林
技術センターの農産物購入者を対象に実施し
た。設問は、サツマイモ購入時に関する設問を
選択式で 8 問を提示した。アンケートでは、（1）
購入時に重視する特徴、（2）特別栽培農産物認
証の有無による購入意思、（3）生産履歴の必要
性とその情報の入手手段、（4）SEICAの閲覧
状況、（5）生産履歴情報の内容、（6）生産履歴
付与に対する余剰支払意思について調査した。
サツマイモの生産履歴は、SEICAや掲示物な
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どで公表した。調査の方法は、アンケート用紙
を購入者に配布し、74人から回答を得た。
　タイでの調査は、バンコク市にある総合食
品 市 場「Aor Tor Kor Market」 内 で2010年11
月27～28日に実施した。「Aor Tor Kor Market」
は、タイ農業・協同組合省において「農家のた
めのマーケティング機構」の取り組みの中で
1977年に市場開場し、全607店舗（果実店184、
野菜店19、精肉店10、鮮魚店29、米穀店34他）
が営業している。調査は市場を訪れた消費者を
対象者として実施した。設問は、農産物購入時
に関する設問を選択式で 9 問を提示した。アン
ケートでは、（1）食品安全への関心、（2）Qマー
クおよびGAPの認知度、（3）生産履歴の必要
性とその情報の入手手段、（4）生産履歴付与
に対する余剰支払意思について調査した。アン
ケート調査の方法は、カセサート大学学生11名
が回答者に説明を行い、回答者がアンケート調
査用紙に記入した。407人に調査を行い、うち
238人から回答を得た。
　調査の内容は、日本およびタイ王国における
生産履歴情報の公開手法の違いによる消費動向
の差を農産物の認証付与の有無で比較検討した。

結　　果

1．日本における農産物生産履歴情報の公開が
購入動向に及ぼす影響

　回答者の属性は、男性28名（37％）、女性48 
名（63％） で あ っ た。 年 代 別 で は20代 1 名

（ 1 ％）、30代 9 名（12％）、40代15名（20％）、
50代24名（32％）、60代18名（24％）、70代 8
名（11％）、80代 1 名（ 1 ％）であった。なお、
アンケートの分析は、20代および80代がそれ

ぞれ 1 名と少なかったのでこれを除外したた
め、解析に使用した男性回答者数は28名、女性
回答者数は46名であった。

（1）購入時に重視する特徴
　サツマイモ購入時に重視する特徴は、「甘み
がある」28％、「農薬の使用が少ない」20％、「ホ
クホクしている」18％、「価格が安い」 9 ％、「生
産者がわかる」8％などの順に多かった。「甘み
がある」、「農薬の使用が少ない」、「ホクホクし
ている」、「生産者がわかる」の属性を選んだ人
は男性より女性に多い傾向で、年代の違いによ
る差は明確でなかった。「イモの大きさ」や「価
格が安い」では女性より男性で多く、また30代
で多かった（表 1 ）。

（2）特別栽培農産物認証の有無による購入意思
　購入したいと思うサツマイモは、「慣行栽培
したサツマイモ」より、「特別栽培の認証を受
けたサツマイモ」を選んだ人が多かったが、「ど
ちらでもよい」と回答した人が45％で多かっ
た。「特別栽培の認証を受けたサツマイモ」の
購入希望者は女性が多かった。50代以下では、

「慣行栽培したサツマイモ」の購入希望者がい
なかった（表 2 ）。

（3）生産履歴の必要性とその情報の入手手段
　生産履歴を知りたい人は61％で、男女とも
に多く、低い年代になるほど生産履歴が必要と
回答した人が多い傾向だった。サツマイモの生
産履歴が知りたい人の中で、生産履歴情報の入
手手段は、「販売員からの説明」36％、「掲示物」
33％で多かった。男性は「販売員からの説明」、
女性では「掲示物」からが多かった。30・60

表 1　日本におけるサツマイモ購入時に重視する特徴
（%）

調査対象者 甘みが
ある

ホクホク
している

栄養が
ある イモの形 イモの

大きさ
生産者が
わかる

農薬の
使用が
少ない

化学肥料
の使用が
少ない

価格が
安い 計

全　体 28 18 6 5 5 8 20 2 9 100（222）

性別
男 27 14 6 6 10 7 12 2 15 100（ 84）
女 29 20 6 4 2 9 25 1 4 100（138）

年代

30 26 11 0 4 22 7 11 0 19 100（ 27）
40 30 16 2 5 5 5 25 2 11 100（ 44）
50 28 19 5 4 3 11 24 1 6 100（ 80）
60 27 18 14 6 0 8 18 4 6 100（ 51）
70 35 25 5 5 5 5 15 0 5 100（ 20）

注）調査結果は複数、括弧内の数値は回答者数。
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代は「販売員からの説明」、40・50代では「掲
示物」からが多かった。「インターネット」か
ら生産履歴を知りたいと回答した人は17％で、
女性より男性で多かった。また、50～70代よ
り30～40代での「インターネット」から生産
履歴を入手する希望者が多かった（表 3 ）。

（4）SEICAの閲覧状況
　筑波大学農林技術センターで生産しているサ
ツマイモをSEICAで生産履歴を公開している
ことを「知っている」人は45％、「知らない」
人は55％で、「知っている」より「知らない」
人の方が10ポイント多かった。「知っている」
と回答した人は、女性より男性が多く、「知ら
ない」と回答した人は、男性より女性で多かっ
た。サツマイモのSEICA閲覧状況は、年代の
違いによる差が明確でなかった。また、サツマ
イモの生産履歴をSEICAで公開していること
を「知っている」と回答した人のうち、実際に
SEICAを通じて生産履歴を見たことがある人

は27％で、女性より男性で多く、低い年代にな
るほどSEICAを閲覧する人が多くなる傾向で
あった（表 4 ）。

（5）生産履歴情報の内容
　サツマイモを購入する時に生産履歴を知りた
いと回答した人の生産履歴情報の内容は、「農
薬の使用状況」16％、「肥料の使用状況」12％、

「安全衛生対策」11％、「商品価格」11％、「鮮
度保存対策」 8 ％、「農産物認証の有無」 6 ％
などの順に多かった。「農薬の使用状況」およ
び「肥料の使用状況」の情報は男性より女性で
選んだ人が多く、「安全衛生対策」や「鮮度保
存対策」の情報では性別に関係なく選んだ人
が多かった。「農薬の使用状況」、「安全衛生対
策」、「商品価格」を選択した人は、特別栽培よ
り慣行栽培したサツマイモを購入希望した人に
多く、「肥料の使用状況」や「鮮度保存対策」、

「商品写真」を選択した人では、慣行栽培より
特別栽培で情報を求める人が多かった。また、

表 2　日本におけるサツマイモ特別栽培農産物認証の有無による購入意思
（%）

調査対象者
栽　培　区　分

無記入 計
慣行栽培 特別栽培 どちらでもよい

全　体 22 31 45 3 100（74）

性別
男 18 18 64 0 100（28）
女 24 39 33 4 100（46）

年代

30 0 33 67 0 100（ 9）
40 0 40 60 0 100（15）
50 29 25 42 4 100（24）
60 28 39 28 6 100（18）
70 50 13 38 0 100（ 8）

　　　　注）括弧内の数値は回答者数。

表 3　日本における生産履歴の必要性と情報の入手手段
（%）

調査対象者 生産履歴が
必要ない

生産履歴が
必要

生産履歴が必要な人の情報入手手段*
販売員からの

説明 掲示物 広　告 インター
ネット 無記入

全　体 39（29） 61（45） 36 33 13 17 2

性別
男 36（10） 64（18） 44 20 12 24 0
女 41（19） 59（27） 31 41 13 13 3

年代

30 22（ 2） 78（ 7） 38 23 8 31 0
40 20（ 3） 80（12） 24 35 12 24 6
50 42（10） 58（14） 24 52 14 10 0
60 44（ 8） 56（10） 82 9 0 9 0
70 75（ 6） 25（ 2） 0 0 100 0 0

注）＊印は複数回答。括弧内の数値は回答者数。
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「生産担当者」、「その他資材使用状況」、「栽培
区分・方法」、「作業歴」、「形」、「大きさ」、「荷姿」
の栽培管理や出荷形態に関する情報では、慣行
栽培したサツマイモを購入希望した人にはいな
かった（表 5 ）。

（6）生産履歴付与に対する余剰支払意思
　生産履歴が付与してあるサツマイモに対して
商品価格以外にも支払っても良いと思う余剰支
払額は20円/kgが23％で多く、70円/kgが 1 ％で

少なかった。余剰支払額が0円/1kgで生産履歴
が付与してある農産物に対して余剰な支払を望
まない人は16％、100円以上/kgを支払っても良
いと思う人は 8 ％であった。余剰支払額の平均
は30円/kgであった。サツマイモの購入希望別
で比較した結果、慣行栽培で19円/kg、特別栽
培では51円/kgとなり、特別栽培したサツマイ
モで高く、栽培方法の違いによる余剰支払金額
に差があった（表 6 ）。

表 4　筑波大学農林技術センターで販売しているサツマイモのSEICA閲覧状況
（%）

調査対象者 SEICAを
知らない

SEICAを
知っている

SEICAを知っている人の閲覧状況
見たことがある 見たことがない 無記入

全　体 55（41） 45（33） 27 70 3

性別
男 39（11） 61（17） 35 59 6
女 65（30） 35（16） 19 81 0

年代

30 56（ 5） 44（ 4） 50 50 0
40 47（ 7） 53（ 8） 38 63 0
50 63（15） 38（ 9） 22 78 0
60 56（10） 44（ 8） 13 88 0
70 50（ 4） 50（ 4） 25 50 25

　　　注）括弧内の数値は回答者数。

表 5　日本におけるサツマイモ生産履歴の開示に必要とする情報
（%）

生産履歴の内容 全体
性別 年代 栽培区分別購入希望者

男 女 30 40 50 60 70 慣行栽培 特別栽培
農 産 物 認 証 の 有 無 6 2 9 0 9 9 2 0 8 7
農 薬 の 使 用 状 況 16 14 17 13 16 18 16 0 19 17
肥 料 の 使 用 状 況 12 9 14 5 15 12 13 0 4 13
その他資材使用状況 2 2 2 5 0 3 0 0 0 2
栽 培 区 分・ 方 法 3 4 2 0 3 6 2 0 0 3
作 業 歴 2 2 2 3 0 3 2 0 0 2
鮮 度 保 存 対 策 8 9 8 11 9 9 4 0 4 6
安 全 衛 生 対 策 11 11 11 11 10 11 11 33 19 10
ア ピ ー ル ポ イ ン ト 5 5 5 8 6 5 2 0 4 4
生 産 担 当 者 4 3 4 8 3 3 2 0 0 5
販 売 担 当 者 1 1 2 0 3 2 0 0 4 1
電 話 番 号 3 2 3 5 1 3 2 0 4 4
メ ー ル 2 3 2 3 3 0 4 0 4 3
商 品 写 真 6 8 4 5 6 3 9 0 4 7
商 品 価 格 11 13 9 16 7 12 9 0 19 5

形 2 2 2 0 1 0 9 0 0 3
大 き さ 4 4 4 5 4 0 9 0 0 4
荷 姿 1 2 1 3 1 0 2 0 0 1
そ の 他 0 1 0 0 0 0 0 33 4 0
無 記 入 0 1 0 0 0 0 0 33 4 0

合　　　計 100
（218）

100
（ 92）

100
（126）

100
（ 38）

100
（ 67）

100
（ 65）

100
（ 45）

100
（ 3）

100
（ 26）

100
（ 94）

注）括弧内の数値は回答者数。
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2 ．タイ王国における農産物生産履歴情報の公
開が購入動向に及ぼす影響

　回答者の属性は、 男性92名（39％）、 女性
146名（61％）であった。年代別では10代 3 名

（ 1 ％）、20代38名（16％）、30代59名（25％）、
40代59名（25％）、50代54名（23％）、60代17
名（ 7 ％）、70代 8 名（ 3 ％）であった。なお、
アンケートの分析は、10代が3名と少なかった
のでこれを除外した。その結果、分析した回答
者数は男性91名、女性144名であった。

（1）食品安全への関心
　輸入された果物の輸入先を「調べたことがあ
る」と「調べたことがない」と回答した人は、
ほぼ同数の50％で、性別および年代には差がな
かった。食品の安全に「興味がある」と回答し
た人は、94％で多かった（表 7 ）。

（2）QマークおよびGAPの認知度
　 食 品 安 全 性 に 係 る 認 証 のQマ ー ク 認 証 を

「知っている」人は34％、GAPを「知っている」

人は38％で、 2 種の認証制度を「知らない」と
回答した人が60％以上で多かった。Qマーク認
証を「知っている」人は、20～30代で20％未満、
40～70代では約45％であった（表 8 ）。Qマー
ク付農産物の購入経験が「ある」人は43％で、

「ない」人は54％であった。購入経験がある人
は、20代で16％であったが、年代が高まるほ
ど多くなる傾向であった。Qマーク付の農産物
は、「品質が良い」26％、「価格が高い」21％
であった。また、Qマーク付の農産物の品質や
価格に対する質問は、「わからない」や記入し
なかった人が多く、品質・価格についての質問
では無回答が約60％と多かった（表 9 ）。

（3）生産履歴の必要性とその情報の入手手段
　生産履歴が「必要である」と回答した人は
82％で、性別および年代で比較した場合でも
70％以上であった。生産履歴が「必要である」
と答えた人のうち、生産履歴情報の入手手段
は、「生産者からの説明」30％、「販売員からの
説明」25％の順に多く、「掲示物」、「広告」お

表 6　日本におけるサツマイモの生産履歴付与に対する余剰支払額

購入希望者 回答者数

余剰支払金額/kg
（％） 余剰支払金額

の平均
（円/kg）0円 10円 20円 30円 50円 70円 100円 100円

以上 無記入

全　体 74 16 9 23 5 15 1 8 8 14 30

慣 行 栽 培 16 19 19 13 13 13 0 0 13 13 19

特 別 栽 培 23 0 4 17 9 22 4 17 13 13 51

どちらでもよい 33 27 9 30 0 12 0 6 3 12 －

無 記 入 2 0 0 50 0 0 0 0 0 50 －

注）余剰支払金額の平均は100円以上および無記入を除いた値。

表 7　タイ王国における食品への関心
（%）

調査対象者 回答者数
果物の輸入先 食品の安全

調べたことがある 調べたことがない 無回答 興味がある 興味がない 無回答
全　体 235 49 50 0 94 5 1

性別
男 144 41 58 1 89 9 2
女 91 55 45 0 97 3 0

年代

20 38 53 47 0 92 8 0
30 59 47 51 2 93 5 2
40 59 47 53 0 95 3 2
50 54 54 46 0 94 6 0
60 17 47 53 0 94 6 0
70 8 38 63 0 100 0 0
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表 8　タイ王国におけるQマークおよびGAP認証の認知度
（%）

調査対象者 回答者数
Qマーク認証 GAP認証

知っている 知らない 無回答 知っている 知らない 無回答
全　体 235 34 65 1 38 63 0

性別
男 144 31 68 1 34 66 0
女 91 36 63 1 27 71 1

年代

20 38 13 82 5 24 76 0
30 59 19 80 2 24 75 2
40 59 46 54 0 37 63 0
50 54 48 52 0 44 56 0
60 17 47 53 0 47 53 0
70 8 38 63 0 25 75 0

表 9　タイ王国におけるQマーク付農産物の購入意識
（%）

調査対象者 回答者数
商品購入経験 品質が高い 価格が高い

ある ない わからない はい いいえ わからない 無回答 はい いいえ わからない 無回答
全　体 235 43 54 3 26 3 13 59 21 6 14 59

性別
男 144 38 58 3 23 3 14 59 19 2 20 59
女 91 46 51 3 27 2 13 58 22 9 10 58

年代

20 38 16 79 5 11 5 5 79 11 5 5 79
30 59 31 63 7 14 2 5 80 8 5 7 80
40 59 51 47 2 32 2 29 37 36 5 22 37
50 54 63 37 0 43 0 11 46 24 9 20 46
60 17 41 59 0 29 6 12 53 18 12 18 53
70 8 75 25 0 13 13 13 63 38 0 0 63

表10　タイ王国における生産履歴の必要性と情報の入手手段
（%）

調査対象者 回答者数 生産履歴
が必要

生産履歴が
必要ない わからない 無回答

生産履歴が必要な人の情報入手手段＊

販売員
からの説明

生産者
からの説明 掲示物 広告 インター

ネット 無回答

全　体 235 82 9 9 0 25 30 14 15 12 3

性別
男 144 75 11 14 0 29 31 13 11 12 4

女 91 86 8 5 1 23 29 15 17 13 2

年代

20 38 71 18 8 3 30 37 7 4 19 4

30 59 83 12 5 0 31 19 19 15 13 2

40 59 85 3 12 0 21 32 8 23 13 4

50 54 85 4 11 0 20 35 16 14 10 4

60 17 76 24 0 0 31 31 31 0 8 0

70 8 88 0 13 0 29 29 14 29 0 0
Qマーク付
農 産 物
購 入 経 験

ある 101 90 4 5 1 25 32 14 16 11 2

ない 127 76 13 12 0 24 28 15 15 15 4

注）＊印は複数回答。
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よび「インターネット」からの情報入手手段は
12～15％と少なかった。「インターネット」か
ら生産履歴を知りたい人は20代で19％、30～
60代では10％前後であった。生産履歴が「必
要ない」と回答した人は、40～50代で 3 ～ 4 ％
で少なかった。また、Qマーク付農産物の購入
経験別に比較した場合では、購入経験があり生
産履歴を必要とする人は90％、購入経験がない
が生産履歴を必要とする人は76％であった（表
10）。

（4）生産履歴付与に対する余剰支払意思
　Qマーク認証のある農産物の商品価格以外に
支払っても良いと思う余剰支払率は、 5 ％/単
価が47％、10％/単価が31％で多く、30％およ
び100％以上/単価では 1 ％で少なかった。余剰
支払率が 0 ％/単価でQマーク認証のある農産
物に対して余剰な支払を望まない人は 2 ％で
あった。余剰支払率の平均は13％/単価であっ
た。Qマーク付農産物の購入経験者別で比較し
た場合、購入経験がある人で12％、購入経験が
ない人では14％となり、余剰支払率に大きな差
がなかった（表11）。

考　　察

　日本における農産物購入者へのアンケート調
査の結果、サツマイモ購入時に重視する特徴
は、サツマイモの味わいを表す属性の「甘みが
ある」や「ホクホクしている」の 2 項目で約 5
割を占め、重要な評価項目であることが明らか
となった。次に、生産履歴に関する属性で、サ
ツマイモの栽培方法を示した「農薬の使用が少
ない」で 2 割を占めたが、「化学肥料の使用が
少ない」や「生産者がわかる」などを選択した
回答者が少なかったことから、これらはサツマ
イモ購入時にはあまり重視されない項目で、判
断基準が低いことがわかった。ただし、筑波大

表11　タイ王国におけるQマーク認証のある農産物に対する余剰支払率 

調査対象者 回答者数
余剰支払率/単価

（％）
余剰支払率

の平均
（％）0% 5％ 10％ 20％ 30％ 50％ 100％ 100％以上 わからない

全　体 235 2 47 31 8 1 7 2 1 1 13

Qマーク付
農 産 物
購 入 経 験

ある 101 1 46 36 10 0 5 1 1 1 12

ない 127 2 49 28 6 2 8 3 1 2 14

学農林技術センターで生産した農産物は、同大
学内の直売所で販売しているため、生産先（生
産者）を確かめる必要がないことから、「生産
者がわかる」を選択した回答者が少なかったの
か、理由は明らかでない。慣行栽培より特別栽
培したサツマイモを購入希望する人が多かった
が、「どちらでもよい」と回答した人が約 5 割
で特別栽培農産物の認証の有無には関係なく、
消費者に購入されていると考えられた。
　農産物の生産履歴情報は61％が要求し、その
情報入手手段は、販売員、掲示物、インターネッ
ト、広告の順であった。掲示物から生産履歴情
報の入手を希望する人は、特に女性で多いこと
が明らかとなった。インターネットの利用者は
少なく、高い年代になるほど少なくなる傾向が
示された。SEICAから入手できる生産履歴は、
生産物情報、生産者情報、販売情報から構成さ
れている。また、SEICAは慣行栽培や特別栽
培など、農産物の栽培区分ごとに登録・公開す
ることができ、生産者がどのような栽培方法で
農産物を生産・出荷し、管理しているかを知る
ことができる。筑波大学農林技術センターで生
産している慣行栽培および特別栽培したサツマ
イモの生産履歴をSEICAで公開していること
を「知っている」人は約 5 割であったが、イン
ターネットから生産履歴情報の入手を求める人
が少なかった調査結果と同様に、サツマイモの
SEICAを閲覧した人数も少なく、約 3 割に留
まった。筑波大学農林技術センターで販売し
ているサツマイモには、SEICAの「カタログ
No.」とQRコードを添付して販売しており、商
品の購入前後に生産履歴を見ることが可能であ
るが、アンケート調査の対象者は男性より女性
で多かったことから、インターネットや携帯電
話から生産履歴を閲覧した人が少なかったと考
えられた。
　農産物の生産履歴情報として重要視する項目
は、農薬や肥料の使用状況、鮮度保存および安
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全衛生対策で、栽培管理や出荷に係る生産情報
に消費者は関心があり、農産物認証や価格に関
する情報は選択基準が低いことが推察された。
また、特別栽培より慣行栽培のサツマイモ購入
希望者は、農薬の使用状況、安全衛生対策およ
び価格の情報を求める人が多かった。特別栽培
農産物は、化学合成農薬および化学窒素肥料の
使用量を 5 割以上節減して栽培した農産物と定
められているが、慣行栽培では特に適正な農薬
の使用と正しい情報提供が必要であると思われ
た。一方、特別栽培のサツマイモ購入希望者
は、農薬や肥料の使用状況、鮮度保存および安
全衛生対策以外に、生産者や作業歴、品質に関
する情報を詳しく知ることで、安全性の向上を
重要視していると考えられた。玉置（2012）は、
食品選択の第一の基準として、生産方法の情報
と生産者の信頼情報で消費者が農産物などの安
全性確認の手がかりとしていると推測した。本
調査結果においても、消費者は特別栽培農産物
の生産情報として、生産者や生産方法について
の情報を消費者が重視している結果が得られ、
農産物の安全性を確認していると思われた。ま
た、特別栽培のサツマイモ購入に際し、価格に
はあまり意識していないことが伺え、知りたい
と思う生産履歴情報の内容は、慣行栽培と特別
栽培とでは異なっていると考えられた。
　サツマイモの栽培区分の違いによって消費者
が求める生産履歴情報の内容が異なるように、
生産履歴付与に対する余剰支払額にも差が生
じた。余剰支払額の平均は30円/kgであったが、
サツマイモの購入希望者別で比較した場合、慣
行栽培は19円/kgであったのに対して、特別栽
培では51円/kgとなり、特別栽培のサツマイモ
の余剰支払額が高かった。このことは、定めら
れた生産方法により栽培した特別栽培農産物の
認証を得ている農産物で、生産履歴を公開して
いる農産物は生産履歴の情報価値が高まってい
ると考えられる。栗原（2005）は、食品が安
全性を向上させたという情報を消費者が的確に
入手でき、「詳しく知っている」場合には、消
費者にメリットが帰属し、一般の食品に比べて
高い金額を支払うとしている。消費者は、特別
栽培農産物を何処で、誰が、どのようにして生
産した農産物であるかを確認することができる
ため、情報に信頼を寄せて農産物を購入するこ
とができ、生産履歴情報が付与してある特別栽
培農産物で余剰支払額が高くなったと考えられ
た。

　タイ王国におけるアンケート調査の結果、果
物の輸入先を 5 割の人が調べ、食品の安全に興
味がある人は 9 割を超えた。また、食品に含ま
れる農薬に関して日本貿易振興機構が調査した
食と健康に対する意識調査結果では、食物に含
まれる残留農薬について、「とても気になる」
が30.0％、「気になる」が41.5％となっており、
食品の安全性に対する意識がタイ王国では高い
ことが伺える（日本貿易振興機構農林水産部
2012）。食品の品質を保証するQマークはタイ
国内において最も認知された認証マークとされ
ているが、Qマーク認証を「知っている人」は
約3割で少なかったものの、40～60代では約 5
割の人に知られていた。Qマーク付農産物の購
入経験がある人は約 4 割であり、Qマーク認証
の取得に係らず、消費者は農産物を購入してい
るものと思われた。しかし、Qマーク付農産物
の品質や価格については無回答が多かったこと
から、Qマーク付農産物の評価が消費者は曖昧
であることが伺われた。
　農産物生産履歴情報は82％が要求し、日本よ
り生産履歴を要求する人が多かった。また、Q
マーク付農産物の購入経験者では、購入経験が
ない人より、生産履歴の開示を要求する人が多
い傾向となった。情報の入手手段は、生産者、
販売員、広告、掲示物、インターネットの順で
あった。インターネットからの情報入手希望
者は、日本と同様に少なかった。特に30～60
代でインターネットを利用して生産履歴を知り
たいと思う人が少なかったことから、農産物の
生産履歴情報の入手手段として利用されること
は、まだ一般的ではないと考えられた。
　Qマ ー ク 認 証 の あ る 農 産 物 に 対 す る 余 剰
支 払 額 の 平 均 は13％ で、Qマ ー ク 購 入 経 験
別の余剰支払額でも差が認められなかった。
YUTTHANA・門間（2004）は、タイ王国にお
ける有機農産物の消費者の購買行動の特性につ
いて、消費者は有機栽培あるいは慣行栽培に係
わらず、農産物を購入する場合には価格よりも
品質・鮮度を重視していることを示した。この
報告から同様に、Qマーク認証のある農産物に
係らず、まず品質や鮮度で選び、次に価格の低
い農産物を消費者が購入していると思われる。
従って、Qマーク認証を受けている農産物に対
して、購入経験別に比較した余剰支払額には差
がなく、安価な余剰支払額になったと思われ
た。
　以上、二ヶ国の調査結果から、農産物生産履
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歴はインターネットより、店内での対面説明を
消費者が求めていることが明らかとなった。し
かし、対面説明では情報提供の機会、量が限ら
れてしまうため、掲示を併用した提供方法や、
購入後も情報入手が可能でより詳細な情報を提
供できるインターネットを用いた情報提供の促
進が必要と考えられた。タイ王国では、食品の
品質と安全性を保証する国家認証のQマークが
知られているが、生産者からの生産履歴の公表
を求める消費者が多いことから、農産物の生産
履歴を開示して販売することで、さらに消費者
の安心が高まり、適正に生産された農産物の販
売が促進される可能性があると考えられた。
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Abstract

Inquiry survey on how and what kind of information to provide concerning the buying motivation of 

agricultural products by consumers was conducted in Japan and in Thailand. Sixty-one percent of consumers 

requested to know the information of production history, especially the usage of agricultural chemicals and 

chemical fertilizer, fresh keeping and safe and health control in Japan. This specific information was requested 

more on special products in agriculture than conventional production. On the other hand, eighty-two percent of 

consumers requested to get the information on production history of agricultural products especially by those 

consumers who purchased the agricultural products which are supported by Q mark in Thailand. The consumers 

want to get the information not by the Internet but by face-to-face service. However the information service 

by face-to-face had disadvantages on the number of times and the amount of information, which is small. So the 

information service by the Internet will be needed to accelerate the disclosure of production history because it 

can provide detailed information very easily.
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